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１．はじめに

子どもを持つ世帯への所得保障制度は，子育
ての際の経済的負担を支援する政策として，少
子化の進展とともに重視されている。具体的な
所得保障制度として，児童手当や扶養控除，子
育て世帯への財政支援を目的とした税額控除を
あげることができる。
子育て世帯への所得保障制度が実際に子ども
の厚生の向上に効果的であるかを検証すること
は，政策効果を評価する上で重要である。標準
的なミクロ経済学の需要理論に基づけば，子育
て支援を目的とする所得保障は，家計内で他の
非労働所得と合算されることから，子ども向け
の財（child goods）の消費に使われるとは必
ずしもいえない。通常，家計内の所得はもとも
との所得源泉が何であるかに関わらず，所得同
士の「代替可能性（fungibility）」が成立して
いる。そのため，政府による所得保障が子ども
向けの財の消費に使われる場合には，ラベリン
グ効果（labeling effect）が存在するというこ
とができる。すなわち，政府が「児童手当」と
いったラベル付けをして子育て世帯へ金銭的な
支援をする際，それらが子ども向けの財に使わ
れる場合には，ラベル付けが消費に影響してい
るといえる。
子育て支援を目的とした所得保障にラベリン
グ効果がある場合には，様々な解釈が考えられ
る。たとえば，所得保障の限界消費性向が家計
のほかの所得の限界消費性向よりも高い数値で
あることから議論する場合には， Thaler

［1990］の「心理会計（mental accounts）」の
考え方を家計簿に応用することで，消費行動が
所得源泉に依存する点を議論することができる。
Thaler［1990］の議論に基づけば，家計は様々
な所得源泉による所得を，「経常所得勘定」・
「資産勘定」・「将来所得勘定」という心理的な
勘定体系のいずれかで把握し，各所得勘定の限
界消費性向にしたがう。たとえば，家計が児童
手当を一定期間の臨時収入とみなし，限界消費
性向の高い経常所得勘定で評価する場合には，
資産勘定や将来所得勘定で評価される所得と比
べて，多く消費に利用することになる。
また，別の解釈としては，所得保障の受領者

が子ども向けの財を強く選好する世帯員である
場合，その世帯員による家計内資源配分の意思
決定が影響して，子ども向けの財の消費が多く
なるという議論が考えられる。単一家計モデル
（unitary model）では，非労働所得はすべて
プールされ，世帯員全員が共有する選好にした
がって家計内資源配分が決定する（「インカム
プーリング仮説（income pooling hypothesis）」）。
しかし，世帯員間で選好が異なり，意思決定主
体によって家計内の資源配分が異なる場合には，
インカムプーリング仮説は棄却され，集合体
モデル（collective model）などによる議論
が必要となる。Lundberg, Pollak, and Wales
［1997］は，イギリス政府が夫の扶養手当を減
らし，代わりに児童手当を妻に支給するように
した 1970 年代後半の制度改正を分析している。
その結果，制度改正が夫の被服消費を減少させ，
代わりに子どもと妻の被服消費を上昇させたこ
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とを指摘している。
本研究は，子育て世帯への所得保障にラベリ
ング効果があるか，すなわち，所得保障が子ど
も向けの財の消費を通じて子どもの厚生の向上
に効果的であるかを実証する。いくつかの先行
研究は，児童手当のラベリング効果を検証して
いる。Kooreman［2000］は，オランダの児童
手当の制度変更を利用し，子どもの被服消費に
対する児童手当の限界消費性向が他の所得の限
界消費性向と異なるかを検証した。その結果，
児童手当の限界消費性向が他の所得と比べて高
いことを示し，児童手当にラベリング効果があ
ることを結論づけている。 それに対し，
Edmonds［2002］のスロベニアの児童手当の
分析では，アルコール・タバコ・被服の消費に
おいて，児童手当と他の所得の間で限界消費性
向に差はなく，ラベリング効果がないことを指
摘している。このように，先行研究では分析に
よって結論が異なっている。
ここでの分析では，子育て世帯への所得保障
のラベリング効果を検証するため，日本政府が
1999 年に実施した地域振興券政策に着目する。
地域振興券政策とは，子育て世帯と老齢福祉年
金等の受給者・低所得の老人層への経済的負担
の軽減を目的とした政策である1）。特に，子育
て世帯への支給については，「若い親の層の子
育てを支援」することを掲げている。そのため，
分析対象を子育て世帯に限定することで，子育
て支援を目的とした所得保障のラベリング効果
を検証する。

児童手当ではなく，地域振興券に着目する理
由として，大きく３つの点がある。第一に，日
本の児童手当制度の場合，制度変更を利用した
ラベリング効果の検証が難しいという点がある。
阿部［2003］にあるように，2000 年と 2001 年
に児童手当の制度改正が実施され，また 1999
年と 2000 年は年少扶養控除の制度改正が実施
されているため，各制度変更の影響を識別する
ことが難しい。第二に，児童手当制度は手当月
額の変更があっても変更前後の差が数千円であ
るため，その影響を計測することが難しい。そ
して第三に，地域振興券の場合には使用期間が
限られているため，政策の影響を識別しやすい
というメリットがある。
地域振興券に関する先行研究として，その政

策効果を検証した研究がある。Hori, Hsieh,
Murata, and Shimizutani［2002］は地域振興
券が個人消費をどれだけ刺激したかを検証して
いる。『家計調査』の個票データによる分析か
ら，地域振興券には使用期間に半耐久財の消費
を刺激する効果があるが，その効果は時間とと
もに低下する，という結果を得ている。また，
総務庁統計局［2000］は，地域振興券が子ども
用の被服・スポーツ用品・自転車購入・一般外
食などに多く使用されたことを報告している。
これらの分析より地域振興券政策の影響が明

らかになった一方で，疑問も残る。たとえば，
地域振興券を使って特定の財を消費した場合，
地域振興券政策の終了後にもその消費行動が引
き継がれるのだろうか。あるいは逆に地域振興
券の影響を相殺する「買い控え現象」が生じる
のだろうか。
そこで本研究では『家計調査』の個票データ

を使用して，地域振興券政策のラベリング効果
とその後の影響を検証する。分析では，地域振
興券が子ども向けの財の消費に与える影響を調
べるため，子ども用・夫用・妻用のそれぞれの
被服消費額に焦点を当てる。総務庁統計局
［2000］で，地域振興券が子ども用の被服消費
に使用されたことが報告されているため，ここ
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1）総務庁［1998］は，「地域振興券交付事業費補助
金交付要項」の第２条で以下のように交付の目
的を定めている。「この補助金は，市町村（特別
区を含む。）を事業主体として，期間を限定して
使用できる地域振興券を，15 歳以下の児童の属
する世帯の世帯主及び老齢福祉年金等の受給者
等に交付することにより，若い親の層の子育て
を支援し，あるいは老齢福祉年金等の受給者や
所得が低い老人層の経済的負担を軽減し，もっ
て個人消費の喚起，地域経済の活性化を図り，
地域の振興に資することを目的とする。」



では地域振興券の使用期間とその前後の期間を
分析対象とすることで，上述の疑問点を明らか
にする。また，子ども用の被服消費を分析対象
とすることは，標本誤差の観点からも有益であ
る。地域振興券による支出金額が，地域振興券
政策のない時期の標本誤差よりも少額である場
合には誤差の範囲内であると考えられる。総務
庁統計局［1999］によって報告されている通常
の各消費財の標本誤差2）と，総務庁統計局
［2000］で報告されている地域振興券による各
消費財の支出金額を比較すれば，地域振興券に
よる支出が誤差の範囲であるかどうかを判断す
ることができる。比較した結果，地域振興券で
の子ども用の被服の支出金額は，通常時の標本
誤差を大幅に超えていることが判明したため，
子ども用の被服消費を分析対象とする。
次節では，地域振興券政策の概要を示し，３
節では分析で使用するデータを説明する。 ４
節では推定モデルを，５節では推定結果を示す。
そして６節で結論と今後の課題を述べる。

２．地域振興券政策の概要

日本政府は，1999 年に地域振興券政策を実
施している。この政策は，若い親の層の子育て
を支援する，あるいは老齢福祉年金などの受給
者や所得が低い老人層の経済的負担を軽減する
ことで，個人消費の喚起・地域経済の活性化を
図ることを目的としている。そのため，地域振
興券の交付対象者は 15 歳以下の子供を持つ世
帯の世帯主，老齢福祉年金の受給者，市町村民
税が非課税である 65 歳以上の者などである。
15 歳以下の子供がいる世帯に対し，政府は
子供１人につき，現金 20,000 円に相当する地
域振興券（1,000 円×20 枚）を交付している。
交付対象者およびその代理人・使者が地方自治

体の役所で交付を受ける。使用場所は，地域振
興券が使える場所として地方自治体に登録され
た小売店で，特に，交付対象者およびその代理
人・使者の居住する市町村にある小売店に限定
されている。また，実際に地域振興券が使える
のは，地方自治体が地域振興券の交付を開始し
てから６か月以内であり，６か月を過ぎると使
用することができない。地域振興券の交付時期
は地方自治体によって若干のばらつきがあるが，
おおむね３月上旬であり，使用可能な期間は３
月から８月である。なお，地域振興券による金
券の購入は認められていない。

３．データの説明

分析では，1995 年から 2000 年の『家計調査』
の個票データのうち，分析目的に合った世帯の
データを用いる。分析期間を 1995 年から 2000
年とする理由は，地域振興券政策の効果を検証
する際に，政策導入期間と政策導入期間前後の
データが必要であることによる。また，長期的
なデータを利用する場合，時代の変化とともに
家計の選好が変化することが考えられるため，
選好がほぼ同質である期間を分析期間とする必
要がある。また，地域振興券政策のラベリング
効果を分析する際，ほかの制度変更の影響も考
えなければいけない。子育て世帯への所得保障
が目的で，子ども数と支給額が対応し，家計へ
直接金銭が支給される制度として，児童手当制
度がある。ここでは，児童手当制度の影響を含
まない推定値を得る必要がある。1995 年から
1999 年までについては，児童手当制度は制度
改正がないことから，1995 年から 1999 年まで
のデータより 1999 年の地域振興券政策の影響
を児童手当から独立して推定することができる。
2000 年については，2000 年６月より児童手当
の支給対象が義務教育就学前に変更されたが，
それ以外の大幅な変更はない。経済企画庁
［2000］は地域振興券の受給者の多くが地域振
興券を３月から５月に集中して使用していたこ
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2）1998 年 10 月の『家計調査』のデータに基づくた
め，地域振興券政策の時期とは関係のない時期
のデータである。



とを報告している。そのため，2000 年６月の
児童手当法の変更の影響を受けているデータが
含まれているとしても，1999 年の３月から５
月の影響は識別可能であることから，ここでは
分析期間を 1995 年から 2000 年までとする。
分析対象を次の基準をすべて満たす世帯に限
定する。

（1）夫と妻と世帯主の子どもからなる世帯。
（2）夫と妻以外には 15 歳以下の子どものみ

がいる世帯。
（3）世帯主とその配偶者の年齢が 65 歳未満

の世帯。
（4）子どもの人数が３人以下の世帯。

このように世帯を限定する理由として，第一
に，15 歳以下の子どもを持つ世帯の世帯主以
外の受給者を分析から除去することがあげられ
る。第二に，子どもの被服消費への影響を明確
に把握することがあげられる。地域振興券政策
では，同じ世帯主の子どもであっても 16 歳以
上の子どもについては地域振興券の交付がない。
『家計調査』での子ども用被服の対象は「乳児
から小学生まで」であり，15 歳以下の子ども
のおかげで得られる地域振興券を 16 歳以上の
子どもの被服に支出する場合には，大人用被服
の支出として計上される。そのため，ここでは
16 歳以上の子どもが同居する世帯を分析から
排除する3）。第三に，子どもの人数が４人以上
の世帯は，標本数が少ないゆえに標本誤差が高
くなることが予想されるため，分析から排除す
る。
推定では子ども・夫・妻の被服消費額を扱う。
用いる変数は，全員の被服消費額にしめる子ど
もの被服消費額の割合である。各被服消費額の

内訳は表１に示している。推定の際には，割合
そのものの数値と，割合を対数変換したもの，
そして割合をロジット変換したものの三種類を
使用する。今，x1 を子どもの被服消費額，x2
を夫の被服消費額，x3 を妻の被服消費額とす
る 。 子 ど も の 被 服 消 費 額 の 割 合 は
x1 x1 x2 x3 である。対数変換については
以下のように変換する。

log x1 x1 x2 x3 if x1 x1 x2 x3 0

log 0.01 if x1 x1 x2 x3 0

また，ロジット変換については，以下のように
変換する。

p x1 0.5 x1 x2 x3 1 log p 1 p

表２は変数の定義を，表３と表４は推定で使
用するデータの基本統計量をそれぞれまとめて
いる4）。

４．推定モデル

地域振興券政策のラベリング効果を検証する
ため，二種類の推定モデルを考える。また，推
定では，White［1980］の分散不均一性を考慮
した最小２乗法を用いる。説明変数として，年
ダミーや月ダミー，子ども数のダミー変数，
『家計調査』で得られる世帯属性の情報を用い
る。Lundberg, Pollak, and Wales［1997, p.
471］が指摘するように，被服消費については
世帯内での人口構成が大きく影響するため，子
どもの年齢のダミー変数を説明変数として用い
る。また，前節の脚注で述べたように，『家計
調査』における中学生の子どもの被服消費は，
男子用または婦人用の大人の被服消費として扱
われる。中学生の子どもがいるために支給され
た地域振興券を中学生の子どもの被服消費に使
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4）子ども・夫・妻の被服消費額がいずれも０であ
る世帯は分析から除去している。

3）中学生の子どもの被服支出が大人用被服の支出
として計上されるために生じるラベリング効果
の過小推定については，完全に対処することは
できない。部分的な対処については次節の推定
モデルの説明の箇所で述べる。



用する場合には，地域振興券のラベリング効果
を過小推定することになる。このような過小推
定への配慮として，13 歳以上 15 歳以下の子ど
もがいる場合には１，いない場合には０の値を
とるダミー変数を説明変数に加えることで，中
学生の子どもの影響をコントロールする。また，
『家計調査』の「男子用学校制服」と「女子用
学校制服」は，前節で示した条件を満たす世帯
では，中学生の子どもの制服である可能性が高
いため，子どもの被服消費に加える。
一つ目の推定モデルでは，1995 年から 2000
年の３月から８月のデータと３月から５月のデー
タを使用する。地域振興券の利用の有効期間が
1999 年の３月から８月であるため，推定期間
として３月から８月を対象とする。また，経済
企画庁［2000］によれば，受給世帯の多くは３
月から５月の間に地域振興券を使用しているた
め，推定期間を３月から５月に限定した分析も
行う。2000 年６月に児童手当法が改正されて
いる点からも，３月から８月までのデータに基
づく分析のほか，３月から５月までのデータに
基づく分析を行うことが望ましい。推定では，
1995 年から 2000 年までの３月から８月までの
データ，３月から５月までのデータを，それぞ
れプールして使用する。前者の場合には以下に
示した（1）式を，後者の場合には（2）式を用いる。
被説明変数 y には，子どもの被服消費額の割
合と，それを変換した数値を用いる。±1 と ±2
は誤差項を表す。

y 定数項 á1子ども１人ダミー
á2子ども２人ダミー á3 1996 年ダミー
á4 1997 年ダミー á5 1998 年ダミー
á6 1999 年ダミー á7 2000 年ダミー
á8（子ども１人ダミー×1999 年ダミー）
á9（子ども２人ダミー×1999 年ダミー）
á10（子ども１人ダミー×2000 年ダミー）
á11（子ども２人ダミー×2000 年ダミー）
á12３月ダミー á13４月ダミー
á14５月ダミー á15６月ダミー

á16７月ダミー ±1 （1）

y 定数項 á1子ども１人ダミー
á2子ども２人ダミー＋ á3 1996 年ダミー
á4 1997 年ダミー á5 1998 年ダミー
á6 1999 年ダミー á7 2000 年ダミー
á8（子ども１人ダミー×1999 年ダミー）
á9（子ども２人ダミー×1999 年ダミー）
á10（子ども１人ダミー×2000 年ダミー）
á11（子ども２人ダミー×2000 年ダミー）
á12３月ダミー á13４月ダミー ±2 （2）

（1）式と（2）式では，子どもの人数のダミー変
数と 1999 年ダミーの交差項から，地域振興券
政策の影響を把握する。1999 年の地域振興券
の利用期間中，受給世帯は子ども１人あたり
20,000 円を地域振興券で消費することができる
ため，交差項は実際に利用可能な金額を表して
いる。1996 年ダミー，1997 年ダミー，1998 年
ダミー，1999 年ダミー，そして 2000 年ダミー
は『家計調査』の調査年のダミー変数であり，
レファレンスグループは 1995 年である。３月
ダミー，４月ダミー，５月ダミー，６月ダミー，
７月ダミーは『家計調査』の調査月のダミー変
数であり，レファレンスグループは，（1）式で
は８月，（2）式では５月である。年ダミーと月
ダミーは，地域振興券政策の影響によるもので
はない年ごとの効果と季節性をコントロールす
るために用いる。子どもの人数のダミー変数と
2000 年ダミーの交差項は，地域振興券の利用
期間と同様の消費行動が翌年にも引き継がれる
か，あるいは翌年，前年の消費を相殺するよう
な消費行動がとられるか，を検証するための変
数である。子ども１人ダミーと子ども２人ダミー
は，子どもの人数に関するダミー変数である。
子ども１人ダミーは，世帯に 15 歳以下の子ど
もが１人いたら１，そうでなければ０である。
子ども２人ダミーは，世帯に 15 歳以下の子ど
もが２人いたら１，そうでなければ０である。
15 歳以下の子どもが１人いる世帯と２人いる
世帯にとってのレファレンスグループは，３人
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いる世帯である。子どもの被服消費の場合，兄・
姉が着た服を弟・妹が着る「おさがり」がある
ことが予想される。子ども数が多いほど，おさ
がりによる規模の経済性が大きくなるだろう。
子どもが３人いる世帯に比べて，子どもが１人
いる世帯や子どもが２人いる世帯では，おさが
りによる規模の経済性が小さいことから，地域
振興券政策のインパクトがより高いだろうと予
想し，子ども３人ダミーが１の世帯をレファレ
ンスグループとする5）。なお，実際の推定では，
このほかの説明変数として世帯属性の情報を用
いる。
二つ目の推定モデルでは，1995 年から 2000
年の２月から８月，２月から５月のデータを使
用する。±3と ±4は誤差項を表す。

y 定数項 â1 1996 年ダミー
â2 1997 年ダミー â3 1998 年ダミー
â4 1999 年ダミー â5 2000 年ダミー
â6３月ダミー â7４月ダミー â8５月ダミー
â9 ６月ダミー â10７月ダミー â11 ８月ダミー
â12（３月ダミー×1999 年ダミー）
â13（４月ダミー×1999 年ダミー）
â14（５月ダミー×1999 年ダミー）
â15（６月ダミー×1999 年ダミー）
â16（７月ダミー×1999 年ダミー）
â17（８月ダミー×1999 年ダミー）
â18（３月ダミー×2000 年ダミー）
â19（４月ダミー×2000 年ダミー）
â20（５月ダミー×2000 年ダミー）
â21（６月ダミー×2000 年ダミー）
â22（７月ダミー×2000 年ダミー）
â23（８月ダミー×2000 年ダミー） ±3 （3）

y 定数項 â1 1996 年ダミー

â2 1997 年ダミー â3 1998 年ダミー
â4 1999 年ダミー â5 2000 年ダミー
â6３月ダミー â7４月ダミー â8５月ダミー
â9（３月ダミー×1999 年ダミー）
â10（４月ダミー×1999 年ダミー）
â11（５月ダミー×1999 年ダミー）
â12（３月ダミー×2000 年ダミー）
â13（４月ダミー×2000 年ダミー）
â14（５月ダミー×2000 年ダミー） ±4 （4）

（3）式と（4）式では，月ダミーと 1999 年ダミー
の交差項から，地域振興券政策の影響を把握す
ることができる。年ダミーのレファレンスグルー
プは 1995 年であり，月ダミーのレファレンス
グループは２月である。1999 年の３月から８
月が地域振興券の利用期間であることから，
1999 年ダミーと月ダミーの交差項と 2000 年ダ
ミーと月ダミーの交差項に着目する。なお，実
際の推定では，このほかの説明変数として，（1）
式，（2）式と同様に世帯属性の情報を用いる。

５．推定結果

表５から表８は全世帯と勤労者世帯の推定結
果である。
子どもの被服消費額の割合についての結果は，

地域振興券政策にラベリング効果があることを
表している。（1）式の結果に該当する表５にお
いて，子ども１人ダミーと 1999 年ダミーの交
差項と子ども２人ダミーと 1999 年ダミーの交
差項の係数がいずれも正に有意である。これら
より，地域振興券の利用期間中に子どもが１人
いる世帯や２人いる世帯で，子どもの被服消費
額の割合が高くなったことがわかる。一方，子
ども１人ダミーと 2000 年ダミーの交差項と子
ども２人ダミーと 2000 年ダミーの交差項の係
数はいずれも有意ではない。これは，1999 年
の被服消費のパターンが 2000 年に引き継がれ
ていないこと，1999 年の消費行動を相殺する
ように，2000 年に子どもの被服消費額の割合
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5）Kooreman［2000, p. 576］は，子ども服の消費
には規模の経済性がはたらくため，児童手当か
ら子ども服を消費する場合の限界消費性向が，
子ども数の増加とともに低下することを指摘し
ている。



を減少させていないことを表している。（2）式
の推定も傾向は同様で，子ども１人ダミー・子
ども２人ダミーと 1999 年ダミーの交差項の係
数は部分的に正に有意であり，2000 年ダミー
との交差項の係数は有意ではない（表６）。ま
た，（3）式の推定では，地域振興券の利用期間
の該当月のダミー変数と 1999 年ダミーの交差
項の係数は正であり，有意な係数は，地域振興
券が積極的に利用された３月・４月・５月に集
中している（表７）。（4）式の推定でも傾向は同
様である（表８）。地域振興券が利用可能な月
と 2000 年ダミーとの交差項の係数については，
（3）式と（4）式の推定でも（1）式と（2）式の結果
と同様，ほとんど有意ではない。
また，地域振興券政策に関するダミー変数以
外の変数も，被服消費額の割合に影響を与えて
いる。表５から表８では，子ども０－１歳ダミー
の係数が一貫して正に有意である。これはレファ
レンスグループである６歳から 12 歳の子ども
に比べて，０歳から１歳の乳幼児がいる場合に
は，子どもの被服消費額の割合が高くなること
を意味する。乳幼児の場合，成長に合わせて細
かく服を購入する必要があるため，子どもの被
服消費額の割合に寄与しているのかもしれない。
世帯主年齢も被服消費額の割合に影響を与え
ている。表５から表８で，世帯主年齢の係数が
正に有意，世帯主年齢の２乗の係数が負に有意
であることから，世帯主年齢に対して子どもの
被服消費額の割合は上に凸の２次関数であるこ
とがわかる。係数の値は推定式によって異なる
が，世帯主年齢と世帯主年齢の２乗の係数の値
より，子どもの被服消費額の割合がピークとな
る年齢を計算することができる。たとえば，表
５のうち，子どもの被服消費額の割合をそのま
ま利用した全世帯の推定では，世帯主年齢の係
数が 0 .0098，世帯主年齢の２乗の係数が
-0.0001 である。２次関数の性質より，世帯主
年齢が 49 歳のときに子どもの被服消費額の割
合が最大になることがわかる。ほかの推定でも
ほぼ30歳代半ばから 60歳代前半でピークとなっ

ている。そのため，最初は年齢の上昇とともに
子どもの被服消費額の割合が増加するが，ピー
クをむかえると，それ以降は年齢の増加ととも
に減少するといえる。このように世帯主年齢と
ともに子どもの被服消費額の割合が増加・減少
する理由として，世帯主年齢の上昇とともに子
どもの人数が増加し，成人になって子どもが世
帯から独立する点があげられる。
また，所得対数値の影響も観察されている。

子どもの被服消費額の割合では，所得対数値の
係数は，表５から表８でいずれも負に有意であ
る。Lundberg, Pollak, and Wales［1997］に
おける男性の被服消費額に対する子どもの被服
消費額の割合の推定でも，世帯の所得の係数は
負に有意であり，先行研究と一致した結果で
ある。

６．結論と今後の課題

本研究は，1999 年に実施された地域振興券
政策が子どもの被服消費に与える影響を利用し
て，子育て世帯への所得保障のラベリング効果
を検証した。具体的には，子育て世帯への金銭
的支援を目的として支給された地域振興券が実
際に子ども向けの財の消費につながるかを検証
した。効果的である場合には，地域振興券に
「子育て支援」というラベルを付けたことが影
響したと考えられる。
推定の結果，地域振興券政策によって子ども

の被服消費額の割合が一時的に上昇し，政策後
は政策前の状況に戻ることがわかった。地域振
興券政策時の消費行動が翌年も続くということ
はなく，子どもの被服を翌年に買い控えるといっ
た行動も観察されなかった。
地域振興券政策で観察されたラベリング効果

は，児童手当などの子育て世帯への所得保障制
度を考えるときの一つのヒントになるだろう。
児童手当の増額を議論する際，児童手当を増額
した場合の家計への具体的な影響を議論するこ
とは，極めて重要である。本研究で議論した地

（ ）2009.３ 被服消費に着目した地域振興券のラベリング効果の検証 両角 107 631



域振興券には，使用期間に制約があり，金券を
購入することができないという特殊性があるた
め，結果の解釈には注意が必要である。しかし，
子育て支援を明記した政府による所得保障が，
子ども向けの消費に結びついた具体例として注
目する必要がある。
分析上の課題としては，パネルデータによる
詳細な分析が考えられる。本研究では，クロス
セクションデータとして複数年・複数月のデー
タを使用した。『家計調査』の場合，６か月間
継続して同一世帯を調査しているため，６か月
間のパネルデータから同様に分析することが可
能である。標本数が少なくなるというデメリッ
トはあるが，同一世帯が地域振興券政策の導入
前後でどのように行動を変化させるかを分析す
ることで，さらなる情報が得られる。
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表
１
被
服
消
費
額
の
内
訳

被
服
消
費

内
訳

夫
の
被
服
消
費
額

『
家
計
調
査
』
に
お
け
る
「
男
子
用
洋
服
」（
「
男
子
用
学
校
制
服
」
を
の
ぞ
く
）,
「
男
子
用
シ
ャ
ツ
・
セ
ー
タ
ー
類
」,
「
男
子
用
下
着
類
」,
「
男
子
用
靴
下
」

妻
の
被
服
消
費
額

『
家
計
調
査
』
に
お
け
る
「
婦
人
用
洋
服
」（
「
女
子
用
学
校
制
服
」
を
の
ぞ
く
）,
「
婦
人
用
シ
ャ
ツ
・
セ
ー
タ
ー
類
」,
「
婦
人
用
下
着
類
」,
「
婦
人
用
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
・
婦
人
用
ソ
ッ
ク
ス
」

子
ど
も
の
被
服
消
費
額

『
家
計
調
査
』
に
お
け
る
「
子
供
用
洋
服
」（
「
男
子
用
学
校
制
服
」
と
「
女
子
用
学
校
制
服
」
を
ふ
く
む
）,
「
子
供
用
シ
ャ
ツ
・
セ
ー
タ
ー
類
」,
「
子
供
用
下
着
類
」,
「
子
供
用
靴
下
」

表
２
変
数
の
定
義

変
数

定
義

子
ど
も
の
被
服
消
費
額
の
割
合

子
ど
も
の
被
服
消
費
額

/全
員
の
被
服
消
費
額

夫
の
被
服
消
費
額
の
割
合

夫
の
被
服
消
費
額

/全
員
の
被
服
消
費
額

妻
の
被
服
消
費
額
の
割
合

妻
の
被
服
消
費
額

/全
員
の
被
服
消
費
額

子
ど
も
０
－
１
歳
ダ
ミ
ー

世
帯
主
の
子
ど
も
で
，
年
齢
が
０
歳
以
上
１
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
は
１
，
い
な
い
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

子
ど
も
２
－
５
歳
ダ
ミ
ー

世
帯
主
の
子
ど
も
で
，
年
齢
が
２
歳
以
上
５
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
は
１
，
い
な
い
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

子
ど
も
13
－
15
歳
ダ
ミ
ー

世
帯
主
の
子
ど
も
で
，
年
齢
が
13
歳
以
上
15
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
は
１
，
い
な
い
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
：
世
帯
主
の
子
ど
も
で
，
年
齢
が
６
歳
以
上
12
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場
合

子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー

世
帯
主
の
子
ど
も
の
人
数
が
１
人
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー

世
帯
主
の
子
ど
も
の
人
数
が
２
人
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
：
世
帯
主
の
子
ど
も
の
人
数
が
３
人
の
場
合

19
96
年
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
19
96
年
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

19
97
年
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
19
97
年
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

19
98
年
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
19
98
年
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

19
99
年
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
19
99
年
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

20
00
年
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
20
00
年
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
：
デ
ー
タ
が
19
95
年
の
場
合

３
月
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
３
月
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

４
月
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
４
月
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

５
月
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
５
月
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

６
月
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
６
月
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

７
月
ダ
ミ
ー

デ
ー
タ
が
７
月
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
：

推
定
式（
1）
で
は
デ
ー
タ
が
８
月
の
場
合
。

推
定
式（
2）
で
は
デ
ー
タ
が
５
月
の
場
合
。

推
定
式（
3）
で
は
デ
ー
タ
が
２
月
の
場
合
。

推
定
式（
4）
で
は
デ
ー
タ
が
２
月
の
場
合
。

世
帯
主
年
齢

世
帯
主
の
年
齢

世
帯
主
年
齢
２
乗

世
帯
主
の
年
齢
×
世
帯
主
の
年
齢

所
得
対
数
値

（
年
間
収
入
／
12
か
月
）
の
自
然
対
数

持
ち
家
ダ
ミ
ー

持
ち
家
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
は
１
，
持
ち
家
に
居
住
し
て
い
な
い
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

大
都
市
ダ
ミ
ー

政
令
指
定
都
市
か
東
京
特
別
区
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

非
大
都
市
ダ
ミ
ー

政
令
指
定
都
市
・
東
京
特
別
区
以
外
の
市
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
：
郡
部
に
居
住
し
て
い
る
場
合

勤
労
者
世
帯
ダ
ミ
ー

勤
労
者
世
帯
の
場
合
に
は
１
，
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
０
の
ダ
ミ
ー
変
数

注
１
）
所
得
対
数
値
の
年
間
収
入
の
単
位
は
万
円
で
あ
る
。
年
間
収
入
が
０
万
円
の
世
帯
に
つ
い
て
は
，
１
万
円
を
お
ぎ
な
っ
た
。
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表
３
記
述
統
計
量
（
３
月
－
８
月
・
３
月
－
５
月
，
全
世
帯
）

３
月
－
８
月

３
月
－
５
月

全
世
帯

全
世
帯

変
数

平
均

標
準
偏
差

最
小

最
大

平
均

標
準
偏
差

最
小

最
大

子
ど
も
の
被
服
消
費
額
の
割
合

0.
39
71

0.
36
42

0
1

0.
43
64

0.
37
04

0
1

夫
の
被
服
消
費
額
の
割
合

0.
23
72

0.
31
22

0
1

0.
20
40

0.
29
58

0
1

妻
の
被
服
消
費
額
の
割
合

0.
36
57

0.
35
00

0
1

0.
35
96

0.
35
11

0
1

子
ど
も
０
－
１
歳
ダ
ミ
ー

0.
24
92

0.
43
25

0
1

0.
25
29

0.
43
47

0
1

子
ど
も
２
－
５
歳
ダ
ミ
ー

0.
43
47

0.
49
57

0
1

0.
43
49

0.
49
58

0
1

子
ど
も
13
－
15
歳
ダ
ミ
ー

0.
19
81

0.
39
85

0
1

0.
19
73

0.
39
80

0
1

子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー

0.
31
80

0.
46
57

0
1

0.
31
43

0.
46
42

0
1

子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー

0.
51
27

0.
49
98

0
1

0.
51
57

0.
49
98

0
1

19
96
年
ダ
ミ
ー

0.
16
99

0.
37
55

0
1

0.
17
00

0.
37
57

0
1

19
97
年
ダ
ミ
ー

0.
16
32

0.
36
96

0
1

0.
16
23

0.
36
88

0
1

19
98
年
ダ
ミ
ー

0.
16
16

0.
36
81

0
1

0.
16
44

0.
37
06

0
1

19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
16
53

0.
37
15

0
1

0.
16
60

0.
37
21

0
1

20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
16
02

0.
36
67

0
1

0.
15
99

0.
36
65

0
1

３
月
ダ
ミ
ー

0.
16
48

0.
37
10

0
1

0.
32
58

0.
46
87

0
1

４
月
ダ
ミ
ー

0.
16
90

0.
37
48

0
1

0.
33
41

0.
47
17

0
1

５
月
ダ
ミ
ー

0.
17
20

0.
37
74

0
1

0.
34
01

0.
47
38

0
1

６
月
ダ
ミ
ー

0.
16
77

0.
37
36

0
1

７
月
ダ
ミ
ー

0.
16
91

0.
37
48

0
1

８
月
ダ
ミ
ー

0.
15
74

0.
36
41

0
1

世
帯
主
年
齢

37
.9
72
4

6.
41
23

17
64

37
.9
66
4

6.
39
56

17
64

世
帯
主
年
齢
２
乗

14
83

.0
16
0

49
5.
56
89

28
9

40
96

14
82

.3
49
0

49
4.
41
51

28
9

40
96

所
得
対
数
値

3.
95
30

0.
42
28

-2
.4
84
9

6.
72
53

3.
95
51

0.
42
06

-0
.1
82
3

6.
72
53

持
ち
家
ダ
ミ
ー

0.
45
99

0.
49
84

0
1

0.
45
80

0.
49
82

0
1

大
都
市
ダ
ミ
ー

0.
21
81

0.
41
29

0
1

0.
21
81

0.
41
30

0
1

非
大
都
市
ダ
ミ
ー

0.
72
00

0.
44
90

0
1

0.
71
97

0.
44
91

0
1

勤
労
者
世
帯
ダ
ミ
ー

0.
87
72

0.
32
82

0
1

0.
87
51

0.
33
06

0
1

標
本
数

61
44
2

31
08
2
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表
４
記
述
統
計
量
（
２
月
－
８
月
・
２
月
－
５
月
，
全
世
帯
）

２
月
－
８
月

２
月
－
５
月

全
世
帯

全
世
帯

変
数

平
均

標
準
偏
差

最
小

最
大

平
均

標
準
偏
差

最
小

最
大

子
ど
も
の
被
服
消
費
額
の
割
合

0.
40
24

0.
36
93

0
1

0.
43
68

0.
37
74

0
1

夫
の
被
服
消
費
額
の
割
合

0.
23
42

0.
31
40

0
1

0.
20
65

0.
30
27

0
1

妻
の
被
服
消
費
額
の
割
合

0.
36
33

0.
35
38

0
1

0.
35
68

0.
35
74

0
1

子
ど
も
０
－
１
歳
ダ
ミ
ー

0.
24
93

0.
43
26

0
1

0.
25
22

0.
43
43

0
1

子
ど
も
２
－
５
歳
ダ
ミ
ー

0.
43
70

0.
49
60

0
1

0.
43
89

0.
49
63

0
1

子
ど
も
13
－
15
歳
ダ
ミ
ー

0.
19
68

0.
39
76

0
1

0.
19
52

0.
39
63

0
1

子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー

0.
31
65

0.
46
51

0
1

0.
31
25

0.
46
35

0
1

子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー

0.
51
45

0.
49
98

0
1

0.
51
82

0.
49
97

0
1

19
96
年
ダ
ミ
ー

0.
17
07

0.
37
63

0
1

0.
17
15

0.
37
69

0
1

19
97
年
ダ
ミ
ー

0.
16
30

0.
36
94

0
1

0.
16
21

0.
36
86

0
1

19
98
年
ダ
ミ
ー

0.
16
13

0.
36
78

0
1

0.
16
31

0.
36
94

0
1

19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
16
53

0.
37
14

0
1

0.
16
58

0.
37
19

0
1

20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
15
94

0.
36
60

0
1

0.
15
85

0.
36
52

0
1

３
月
ダ
ミ
ー

0.
14
34

0.
35
05

0
1

0.
25
15

0.
43
39

0
1

４
月
ダ
ミ
ー

0.
14
70

0.
35
42

0
1

0.
25
79

0.
43
75

0
1

５
月
ダ
ミ
ー

0.
14
97

0.
35
68

0
1

0.
26
25

0.
44
00

0
1

６
月
ダ
ミ
ー

0.
14
59

0.
35
30

0
1

７
月
ダ
ミ
ー

0.
14
71

0.
35
42

0
1

８
月
ダ
ミ
ー

0.
13
69

0.
34
37

0
1

世
帯
主
年
齢

37
.9
60
0

6.
39
71

17
64

37
.9
46
1

6.
37
26

17
64

世
帯
主
年
齢
２
乗

14
81

.8
82
0

49
4.
33
18

28
9

40
96

14
80

.5
13
0

49
2.
49
88

28
9

40
96

所
得
対
数
値

3.
95
38

0.
42
17

-2
.4
84
9

6.
72
53

3.
95
60

0.
41
92

-0
.1
82
3

6.
72
53

持
ち
家
ダ
ミ
ー

0.
45
86

0.
49
83

0
1

0.
45
62

0.
49
81

0
1

大
都
市
ダ
ミ
ー

0.
21
83

0.
41
31

0
1

0.
21
86

0.
41
33

0
1

非
大
都
市
ダ
ミ
ー

0.
72
00

0.
44
90

0
1

0.
71
98

0.
44
91

0
1

勤
労
者
世
帯
ダ
ミ
ー

0.
87
71

0.
32
83

0
1

0.
87
55

0.
33
02

0
1

標
本
数

70
62
4

40
26
4
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表
５
子
ど
も
の
被
服
消
費
額
に
つ
い
て
の
推
定
結
果
（
３
月
－
８
月
）

推
定
式
（
1）

被
説
明
変
数
：
子
ど
も
の
被
服
消
費
額
の
割
合
割
合
そ
の
ま
ま

対
数
変
換

ロ
ジ
ッ
ト
変
換

３
月
－
８
月

全
世
帯

勤
労
者
世
帯

全
世
帯

勤
労
者
世
帯

全
世
帯

勤
労
者
世
帯

説
明
変
数

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

子
ど
も
０
－
１
歳
ダ
ミ
ー

0.
04
11

10
.0
8

0.
00
0

a
0.
04
26

9.
89

0.
00
0

a
0.
10
13

5.
44

0.
00
0

a
0.
10
60

5.
39

0.
00
0

a
0.
46
00

8.
58

0.
00
0

a
0.
47
64

8.
39

0.
00
0

a
子
ど
も
２
－
５
歳
ダ
ミ
ー

0.
01
02

2.
99

0.
00
3

a
0.
00
93

2.
55

0.
01
1

b
-0

.0
10
2

-0
.6
4

0.
52
5

-0
.0
18
4

-1
.0
8

0.
28
1

0.
07
97

1.
74

0.
08
1

c
0.
05
99

1.
23

0.
21
9

子
ど
も
13
－
15
歳
ダ
ミ
ー

-0
.2
12
3
-5
4.
60

0.
00
0

a
-0

.2
12
4
-5
0.
02

0.
00
0

a
-1

.2
53
3
-5
9.
37

0.
00
0

a
-1

.2
53
4
-5
4.
19

0.
00
0

a
-3

.5
05
3
-5
8.
99

0.
00
0

a
-3

.5
11
0
-5
3.
99

0.
00
0

a
子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー

-0
.1
35
9
-2
5.
35

0.
00
0

a
-0

.1
28
7
-2
2.
22

0.
00
0

a
-0

.8
57
8
-3
2.
95

0.
00
0

a
-0

.8
13
1
-2
8.
91

0.
00
0

a
-2

.0
71
0
-2
7.
83

0.
00
0

a
-1

.9
83
2
-2
4.
60

0.
00
0

a
子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー

-0
.0
65
0
-1
3.
89

0.
00
0

a
-0

.0
60
2
-1
1.
94

0.
00
0

a
-0

.3
79
8
-1
6.
90

0.
00
0

a
-0

.3
51
1
-1
4.
47

0.
00
0

a
-0

.9
84
0
-1
5.
39

0.
00
0

a
-0

.9
31
1
-1
3.
43

0.
00
0

a
19
96
年
ダ
ミ
ー

0.
01
55

3.
31

0.
00
1

a
0.
01
25

2.
50

0.
01
2

b
0.
02
80

1.
23

0.
22
0

0.
02
45

1.
00

0.
31
6

0.
18
09

2.
79

0.
00
5

a
0.
15
13

2.
19

0.
02
9

b
19
97
年
ダ
ミ
ー

-0
.0
02
0

-0
.4
4

0.
66
3

-0
.0
05
0

-0
.9
8

0.
32
5

-0
.0
52
0

-2
.2
5

0.
02
5

b
-0

.0
63
6

-2
.5
7

0.
01
0

a
-0

.0
29
4

-0
.4
5

0.
65
6

-0
.0
77
9

-1
.1
0

0.
26
9

19
98
年
ダ
ミ
ー

0.
01
37

2.
89

0.
00
4

a
0.
01
10

2.
17

0.
03
0

b
0.
01
75

0.
76

0.
44
8

0.
00
61

0.
25

0.
80
4

0.
22
66

3.
42

0.
00
1

a
0.
18
81

2.
66

0.
00
8

a
19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
00
08

0.
08

0.
93
7

-0
.0
00
1

-0
.0
1

0.
98
9

-0
.0
56
7

-1
.2
1

0.
22
7

-0
.0
47
1

-0
.9
3

0.
35
1

0.
03
58

0.
27

0.
78
9

0.
03
39

0.
23

0.
81
4

20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
01
54

1.
57

0.
11
7

0.
02
05

1.
89

0.
05
9

c
0.
02
63

0.
55

0.
57
9

0.
06
75

1.
30

0.
19
4

0.
24
67

1.
84

0.
06
6

c
0.
40
63

2.
77

0.
00
6

a
子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
03
43

2.
95

0.
00
3

a
0.
03
37

2.
70

0.
00
7

a
0.
17
22

3.
08

0.
00
2

a
0.
15
14

2.
52

0.
01
2

b
0.
44
40

2.
78

0.
00
5

a
0.
41
43

2.
42

0.
01
5

b
子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
01
97

1.
83

0.
06
7

c
0.
02
41

2.
07

0.
03
8

b
0.
10
25

1.
98

0.
04
8

b
0.
10
85

1.
95

0.
05
1

c
0.
27
78

1.
87

0.
06
1

c
0.
33
37

2.
09

0.
03
7

b
子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー
×
20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
00
28

0.
24

0.
80
9

-0
.0
00
9

-0
.0
7

0.
94
6

0.
02
92

0.
52

0.
60
6

-0
.0
18
4

-0
.3
0

0.
76
4

0.
04
99

0.
31

0.
75
5

-0
.1
25
0

-0
.7
2

0.
47
1

子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー
×
20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
00
39

0.
36

0.
72
1

-0
.0
06
7

-0
.5
7

0.
57
2

0.
02
94

0.
56

0.
57
4

-0
.0
35
6

-0
.6
2

0.
53
3

0.
05
71

0.
39

0.
70
0

-0
.1
90
0

-1
.1
8

0.
23
8

３
月
ダ
ミ
ー

0.
11
01

21
.7
4

0.
00
0

a
0.
10
94

20
.1
6

0.
00
0

a
0.
49
34

20
.0
6

0.
00
0
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0.
10
19

0.
09
79

0.
09
56

F-
te

st
1

1.
50

0.
22
22

1.
50

0.
22
28

1.
83
0.
16
04

1.
40

0.
24
67

1.
90

0.
14
92

1.
95

0.
14
26

F-
te

st
2

84
.7
0
0.
00
00

a
67

.8
9
0.
00
00

a
13
5.
99
0.
00
00

a
10
7.
80

0.
00
00

a
94

.5
0
0.
00
00

a
77

.2
6
0.
00
00

a
注
１
）
ａ
：
１

%
有
意
水
準
，
ｂ
：
５

%
有
意
水
準
，
ｃ
：
10

%
有
意
水
準
。

注
２
）

F-
te

st
1：
子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
と
子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
の
係
数
が
同
時
に
０
に
な
る
か
に
つ
い
て
の
検
定
。

F
統
計
量
と
検
定
の
有
意
水
準
を
表
示
し
て
い
る
。

注
３
）

F-
te

st
2：
子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー
，子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー
，1
99
9
年
ダ
ミ
ー
の
係
数
が
同
時
に
０
に
な
る
か
に
つ
い
て
の
検
定
。

F
統
計
量
と
検
定
の
有
意
水
準
を
表
記
し
て
い
る
。
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表
７
子
ど
も
の
被
服
消
費
額
に
つ
い
て
の
推
定
結
果
（
２
月
－
８
月
）

推
定
式
（
3）

被
説
明
変
数
：
子
ど
も
の
被
服
消
費
額
の
割
合
割
合
そ
の
ま
ま

対
数
変
換

ロ
ジ
ッ
ト
変
換

２
月
－
８
月

全
世
帯

勤
労
者
世
帯

全
世
帯

勤
労
者
世
帯

全
世
帯

勤
労
者
世
帯

説
明
変
数

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

係
数

t値
p
値

子
ど
も
０
－
１
歳
ダ
ミ
ー

0.
04
32

11
.2
2

0.
00
0

a
0.
04
47

10
.9
9

0.
00
0

a
0.
11
27

6.
43

0.
00
0

a
0.
11
75

6.
34

0.
00
0

a
0.
48
74

9.
72

0.
00
0

a
0.
50
51

9.
50

0.
00
0

a
子
ど
も
２
－
５
歳
ダ
ミ
ー

0.
01
09

3.
37

0.
00
1

a
0.
01
01

2.
96

0.
00
3

a
-0

.0
03
4

-0
.2
2

0.
82
3

-0
.0
11
5

-0
.7
2

0.
47
3

0.
09
11

2.
13

0.
03
3

b
0.
07
63

1.
67

0.
09
5

c
子
ど
も
13
－
15
歳
ダ
ミ
ー

-0
.2
15
1
-5
8.
11

0.
00
0

a
-0

.2
14
9
-5
3.
12

0.
00
0

a
-1

.2
64
6
-6
3.
55

0.
00
0

a
-1

.2
61
8
-5
7.
82

0.
00
0

a
-3

.4
72
8
-6
2.
44

0.
00
0

a
-3

.4
69
3
-5
6.
93

0.
00
0

a
子
ど
も
１
人
ダ
ミ
ー

-0
.1
33
8
-3
1.
13

0.
00
0

a
-0

.1
26
8
-2
7.
27

0.
00
0

a
-0

.8
28
3
-3
9.
87

0.
00
0

a
-0

.7
91
7
-3
5.
26

0.
00
0

a
-1

.9
95
8
-3
3.
82

0.
00
0

a
-1

.9
26
6
-3
0.
10

0.
00
0

a
子
ど
も
２
人
ダ
ミ
ー

-0
.0
63
3
-1
7.
07

0.
00
0

a
-0

.0
59
2
-1
4.
74

0.
00
0

a
-0

.3
63
6
-2
0.
50

0.
00
0

a
-0

.3
42
6
-1
7.
87

0.
00
0

a
-0

.9
42
7
-1
8.
74

0.
00
0

a
-0

.9
10
6
-1
6.
68

0.
00
0

a
19
96
年
ダ
ミ
ー

0.
01
34

3.
04

0.
00
2

a
0.
01
05

2.
24

0.
02
5

b
0.
02
09

0.
97

0.
33
1

0.
01
47

0.
64

0.
52
0

0.
15
94

2.
62

0.
00
9

a
0.
13
10

2.
02

0.
04
3

b
19
97
年
ダ
ミ
ー

0.
00
10

0.
23

0.
81
8

-0
.0
01
6

-0
.3
3

0.
74
3

-0
.0
40
8

-1
.8
7

0.
06
1

b
-0

.0
53
6

-2
.3
0

0.
02
2

b
0.
01
21

0.
20

0.
84
5

-0
.0
30
6

-0
.4
6

0.
64
4

19
98
年
ダ
ミ
ー

0.
01
47

3.
27

0.
00
1

a
0.
01
21

2.
52

0.
01
2

b
0.
01
77

0.
81

0.
41
6

0.
00
60

0.
26

0.
79
7

0.
23
57

3.
80

0.
00
0

a
0.
19
83

3.
00

0.
00
3

a
19
99
年
ダ
ミ
ー

-0
.0
04
4

-0
.3
8

0.
70
1

-0
.0
10
0

-0
.8
3

0.
40
9

-0
.0
94
9

-1
.7
6

0.
07
8

c
-0

.1
21
0

-2
.1
0

0.
03
6

b
-0

.0
63
1

-0
.4
4

0.
66
1

-0
.1
25
7

-0
.8
1

0.
41
7

20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
01
24

1.
09

0.
27
8

0.
00
20

0.
16

0.
87
0

0.
02
66

0.
49

0.
62
7

-0
.0
16
0

-0
.2
7

0.
78
4

0.
10
02

0.
71

0.
47
9

-0
.0
55
5

-0
.3
7

0.
71
4

３
月
ダ
ミ
ー

0.
02
41

3.
69

0.
00
0

a
0.
02
11

3.
01

0.
00
3

a
0.
23
91

7.
80

0.
00
0

a
0.
22
36

6.
83

0.
00
0

a
0.
15
38

1.
79

0.
07
3

c
0.
13
50

1.
47

0.
14
3

４
月
ダ
ミ
ー

0.
00
20

0.
31

0.
75
7

-0
.0
03
9

-0
.5
6

0.
57
3

0.
17
84

5.
93

0.
00
0

a
0.
15
76

4.
90

0.
00
0

a
-0

.0
92
5

-1
.0
9

0.
27
4

-0
.1
34
5

-1
.4
9

0.
13
7

５
月
ダ
ミ
ー

-0
.0
41
0

-6
.5
0

0.
00
0

a
-0

.0
46
1

-6
.8
3

0.
00
0

a
0.
06
61

2.
19

0.
02
8

b
0.
04
66

1.
45

0.
14
8

-0
.4
96
1

-5
.8
6

0.
00
0

a
-0

.5
38
8

-5
.9
5

0.
00
0

a
６
月
ダ
ミ
ー

-0
.0
93
9
-1
5.
02

0.
00
0

a
-0

.0
98
3
-1
4.
71

0.
00
0

a
-0

.1
94
3

-6
.3
9

0.
00
0

a
-0

.2
06
3

-6
.3
7

0.
00
0

a
-1

.1
51
4
-1
3.
68

0.
00
0

a
-1

.1
85
5
-1
3.
17

0.
00
0

a
７
月
ダ
ミ
ー

-0
.0
65
8
-1
0.
65

0.
00
0

a
-0

.0
72
0
-1
0.
89

0.
00
0

a
-0

.0
30
0

-1
.0
1

0.
31
3

-0
.0
47
8

-1
.5
0

0.
13
3

-0
.8
12
3

-9
.7
9

0.
00
0

a
-0

.8
82
4

-9
.9
4

0.
00
0

a
８
月
ダ
ミ
ー

-0
.0
85
8
-1
3.
43

0.
00
0

a
-0

.0
87
9
-1
2.
84

0.
00
0

a
-0

.2
49
6

-7
.9
5

0.
00
0

a
-0

.2
54
6

-7
.5
8

0.
00
0

a
-1

.1
34
1
-1
3.
36

0.
00
0

a
-1

.1
46
2
-1
2.
63

0.
00
0

a
３
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
04
02

2.
70

0.
00
7

a
0.
04
76

2.
97

0.
00
3

a
0.
21
05

3.
04

0.
00
2

a
0.
23
37

3.
15

0.
00
2

a
0.
59
78

3.
08

0.
00
2

a
0.
65
26

3.
12

0.
00
2

a
４
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
03
52

2.
42

0.
01
5

b
0.
04
09

2.
63

0.
00
9

a
0.
19
64

2.
88

0.
00
4

a
0.
21
22

2.
91

0.
00
4

a
0.
48
97

2.
57

0.
01
0

a
0.
53
55

2.
62

0.
00
9

a
５
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
02
39

1.
67

0.
09
5

c
0.
03
26

2.
13

0.
03
3

b
0.
15
46

2.
25

0.
02
4

b
0.
19
04

2.
60

0.
00
9

a
0.
31
45

1.
65

0.
09
8

c
0.
40
69

1.
99

0.
04
6

b
６
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
01
76

1.
23

0.
22
1

0.
02
62

1.
70

0.
08
8

c
0.
09
70

1.
38

0.
16
6

0.
14
92

2.
00

0.
04
6

b
0.
31
04

1.
63

0.
10
2

0.
42
58

2.
09

0.
03
6

b
７
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
01
48

1.
05

0.
29
6

0.
02
15

1.
41

0.
15
8

0.
09
71

1.
42

0.
15
6

0.
13
08

1.
79

0.
07
3

c
0.
27
10

1.
45

0.
14
8

0.
38
15

1.
90

0.
05
7

c
８
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー

0.
02
98

2.
02

0.
04
4

b
0.
03
53

2.
23

0.
02
6

b
0.
12
79

1.
78

0.
07
6

c
0.
15
66

2.
04

0.
04
2

b
0.
38
70

2.
00

0.
04
6

b
0.
46
09

2.
22

0.
02
7

b
３
月
ダ
ミ
ー
×
20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
00
64

0.
42

0.
67
5

0.
01
18

0.
72

0.
46
9

-0
.0
03
5

-0
.0
5

0.
96
1

0.
02
96

0.
39

0.
69
9

0.
20
58

1.
07

0.
28
7

0.
28
74

1.
39

0.
16
5

４
月
ダ
ミ
ー
×
20
00
年
ダ
ミ
ー

-0
.0
05
3

-0
.3
6

0.
72
1

0.
00
74

0.
47

0.
63
9

-0
.0
31
9

-0
.4
6

0.
64
6

0.
00
83

0.
11

0.
91
1

0.
14
15

0.
75

0.
45
6

0.
27
84

1.
37

0.
17
2

５
月
ダ
ミ
ー
×
20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
01
42

0.
99

0.
32
4

0.
02
68

1.
74

0.
08
2

c
0.
09
52

1.
37

0.
17
0

0.
14
21

1.
92

0.
05
5

c
0.
26
21

1.
40

0.
16
3

0.
44
62

2.
22

0.
02
7

b
６
月
ダ
ミ
ー
×
20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
01
28

0.
89

0.
37
4

0.
01
93

1.
26

0.
20
9

0.
04
17

0.
59

0.
55
2

0.
06
12

0.
82

0.
41
3

0.
21
04

1.
11

0.
26
7

0.
30
29

1.
49

0.
13
6

７
月
ダ
ミ
ー
×
20
00
年
ダ
ミ
ー

-0
.0
06
8

-0
.4
8

0.
63
2

0.
00
34

0.
23

0.
82
0

-0
.0
11
4

-0
.1
7

0.
86
8

0.
02
29

0.
31

0.
75
5

0.
03
58

0.
20

0.
84
5

0.
21
48

1.
09

0.
27
6

８
月
ダ
ミ
ー
×
20
00
年
ダ
ミ
ー

0.
01
74

1.
17

0.
24
2

0.
02
38

1.
51

0.
13
2

0.
05
78

0.
80

0.
42
4

0.
08
57

1.
11

0.
26
8

0.
33
46

1.
77

0.
07
7

c
0.
45
72

2.
26

0.
02
4

b
世
帯
主
年
齢

0.
00
94

4.
65

0.
00
0

a
0.
01
20

5.
41

0.
00
0

a
0.
07
91

7.
93

0.
00
0

a
0.
09
32

8.
46

0.
00
0

a
0.
19
62

7.
13

0.
00
0

a
0.
24
17

7.
96

0.
00
0

a
世
帯
主
年
齢
２
乗

-0
.0
00
1

-5
.3
4

0.
00
0

a
-0

.0
00
2

-5
.9
0

0.
00
0

a
-0

.0
01
2

-9
.2
3

0.
00
0

a
-0

.0
01
3

-9
.5
5

0.
00
0

a
-0

.0
03
0

-8
.4
2

0.
00
0

a
-0

.0
03
5

-9
.0
4

0.
00
0

a
所
得
対
数
値

-0
.0
42
8
-1
2.
31

0.
00
0

a
-0

.0
47
5
-1
1.
25

0.
00
0

a
-0

.0
64
8

-3
.8
3

0.
00
0

a
-0

.0
72
9

-3
.5
5

0.
00
0

a
-0

.5
34
4
-1
1.
30

0.
00
0

a
-0

.5
71
4

-9
.9
9

0.
00
0

a
持
ち
家
ダ
ミ
ー

-0
.0
06
4

-2
.2
3

0.
02
6

b
-0

.0
07
4

-2
.4
0

0.
01
6

b
-0

.0
46
5

-3
.3
3

0.
00
1

a
-0

.0
53
5

-3
.6
0

0.
00
0

a
-0

.1
23
5

-3
.1
3

0.
00
2

a
-0

.1
45
3

-3
.4
4

0.
00
1

a
大
都
市
ダ
ミ
ー

-0
.0
04
8

-0
.8
0

0.
42
4

-0
.0
05
3

-0
.8
3

0.
40
9

-0
.0
80
2

-2
.7
4

0.
00
6

a
-0

.0
89
1

-2
.8
4

0.
00
4

a
-0

.0
58
3

-0
.7
0

0.
48
5

-0
.0
48
8

-0
.5
5

0.
58
5

非
大
都
市
ダ
ミ
ー

-0
.0
05
9

-1
.0
8

0.
27
8

-0
.0
07
2

-1
.2
3

0.
21
8

-0
.0
36
8

-1
.3
8

0.
16
7

-0
.0
43
9

-1
.5
5

0.
12
2

-0
.0
72
2

-0
.9
5

0.
34
2

-0
.0
73
1

-0
.9
0

0.
36
8

共
働
き
ダ
ミ
ー

-0
.0
21
8

-7
.5
4

0.
00
0

a
-0

.0
22
4

-7
.1
6

0.
00
0

a
-0

.1
15
5

-8
.0
7

0.
00
0

a
-0

.1
18
3

-7
.6
3
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00
0

a
-0

.3
59
4

-8
.9
0
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00
0

a
-0

.3
63
7

-8
.3
0

0.
00
0

a
勤
労
者
世
帯
ダ
ミ
ー

-0
.0
10
2

-2
.5
0

0.
01
2

b
-0

.0
45
9

-2
.2
9

0.
02
2

b
-0

.1
80
7

-3
.2
2

0.
00
1

a
定
数
項

0.
56
81

13
.7
2

0.
00
0

a
0.
52
50

11
.6
7

0.
00
0

a
-2

.0
87
6
-1
0.
35

0.
00
0

a
-2

.3
59
5
-1
0.
75

0.
00
0

a
0.
21
74

0.
39

0.
69
5

-0
.6
55
1

-1
.0
9

0.
27
7

標
本
数

70
62
4

61
94
5

70
62
4

61
94
5

82
51
3

72
10
7

R
2

0.
10
52

0.
10
21

0.
12
61

0.
12
12

0.
11
05

0.
10
75

F-
te

st
1

1.
77

0.
10
11

1.
92

0.
07
39

c
2.
16
0.
04
35

b
2.
09

0.
05
07

c
1.
90

0.
07
60

c
1.
87

0.
08
14

c
F-

te
st
2

73
.7
7
0.
00
00

a
65

.3
5
0.
00
00

a
48

.9
4
0.
00
00

a
40

.6
1
0.
00
00

a
52

.9
4
0.
00
00

a
46

.5
7
0.
00
00

a
注
１
）

a：
１

%
有
意
水
準
，

b：
５

%
有
意
水
準
，

c：
10

%
有
意
水
準
。

注
２
）

F-
te

st
1：
３
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
４
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
５
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
６
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
７
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
８
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
の
係
数
が
同
時
に
０
に
な
る
か
に
つ

い
て
の
検
定
。

F
統
計
量
と
検
定
の
有
意
水
準
を
表
示
し
て
い
る
。

注
３
）

F-
te

st
2：
３
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
４
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
５
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
６
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
７
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
８
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
３
月
ダ
ミ
ー
，
４
月
ダ
ミ
ー
，
５
月
ダ

ミ
ー
，
６
月
ダ
ミ
ー
，
７
月
ダ
ミ
ー
，
８
月
ダ
ミ
ー
，
19
99
年
ダ
ミ
ー
の
係
数
が
同
時
に
０
に
な
る
か
に
つ
い
て
の
検
定
。

F
統
計
量
と
検
定
の
有
意
水
準
を
表
示
し
て
い
る
。
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表
８
子
ど
も
の
被
服
消
費
額
に
つ
い
て
の
推
定
結
果
（
２
月
－
５
月
）

推
定
式
（
4）
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説
明
変
数
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の
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換
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月
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５
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a
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0
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00
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a
15
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a
注
１
）

a：
１

%
有
意
水
準
，

b：
５

%
有
意
水
準
，

c：
10

%
有
意
水
準
。

注
２
）

F-
te

st
1：
３
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
４
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
５
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
の
係
数
が
同
時
に
０
に
な
る
か
に
つ
い
て
の
検
定
。

F
統
計
量
と
検
定
の
有
意
水
準
を
表
示
し
て
い
る
。

注
３
）

F-
te

st
2：
3
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
４
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
５
月
ダ
ミ
ー
×
19
99
年
ダ
ミ
ー
，
３
月
ダ
ミ
ー
，
４
月
ダ
ミ
ー
，
５
月
ダ
ミ
ー
，
19
99
年
ダ
ミ
ー
の
係
数
が
同
時
に
０
に
な
る
か
に
つ
い
て
の
検
定
。

F
統
計
量
と
検
定
の
有

意
水
準
を
表
示
し
て
い
る
。


